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問1 1980年代から2000年にかけての日本における工業構成の変化について述べます。製造品出荷額の構成において、1980年には
31.8パーセントであったものが、2000年には45.8パーセントまで上昇し、日本の重化学工業の中心となった工業部門はどれ
ですか。 （2016年　滋賀公立入試　類似）

1.  機械工業 2.  繊維工業 3.  金属工業 4.  食料品工業

問2 日本の貿易に関する統計資料において、輸入総額の規模がほぼ横ばいで推移する一方で、輸出総額が大きく増加し、輸出額が
輸入額を大きく上回る状態が継続・進展することを何と呼びますか。最も適切なものを選びなさい。 （2025年　三重公立入試　類似）

1.  貿易収支の均衡 2.  貿易黒字の拡大 3.  貿易赤字の縮小 4.  輸入依存度の向上

問3 1970年から2015年にかけての日本の水産業の推移について、遠洋・沖合・沿岸漁業の漁獲量が減少傾向にあるなかで、国内
需要を補うために急激に増加した数値はどれですか。 （2024年　香川公立入試　類似）

1.  水産物の輸入量 2.  漁業従事者の総数 3.  漁船の保有台数 4.  日本国内の真珠の生産量

問4 1970年と2018年の日本の食料品目別消費量を比較した統計において、ある品目の1人1日あたりの消費量は、86.5グラムから
65.5グラムへと減少しています。この品目に該当するものはどれですか。 （2024年　栃木公立入試　類似）

1.  魚介類 2.  肉類 3.  乳製品 4.  油脂類

問5 日本のエネルギー資源の輸入状況について述べた次の文のうち、2017年の統計状況に基づく説明として正しいものはどれか、
選びなさい。 （2020年　兵庫公立入試　類似）

1.  液化天然ガス（LNG）の輸入
相手国の上位には、オーストラリ
アのほか、マレーシアやインドネ
シアなどの東南アジアの国々が含
まれている。

2.  石炭は、そのほとんどをサウジ
アラビアやアラブ首長国連邦など
の中東の国々からの輸入に頼って
いる。

3.  石油（原油）の最大の輸入相手
国はオーストラリアであり、地理
的な近さを生かした貿易が行われ
ている。

4.  マレーシアやインドネシアから
は、主に鉄鉱石や石炭などの固体
燃料が日本へ最も多く輸出されて
いる。

問6 近年、生産者が作った農産物を消費者に直接届ける「産地直送」や、地域の農産物をその地域の中で消費する「地産地消」の
取り組みが広がっています。こうした活動の拠点として活用され、生産者が自ら農産物を持ち込んで販売を行う施設を何と呼
びますか。 （2021年　新潟県公立入試　類似）

1.  直売所 2.  卸売市場 3.  物流センター 4.  百貨店

問7 過疎化が進む地域において、町役場、漁師、農家などが連携し、地場産品の開発や生産に取り組む活動が行われています。こ
の地域における統計で、加工食品の売上高が右肩上がりに推移し、それに関連する事業所数や従業者数も増加傾向にある場
合、この取り組みが目指している主な効果として最も適切なものはどれですか。 （2023年　福岡県公立入試　類似）

1.  地域の関係者が協力して新たな
産業を育て、地域内における雇用
を創出する。

2.  都市部から大規模な工場を誘致
することで、一次産業に頼らない
経済構造を作る。

3.  観光客の増加のみを目的とし
て、地場産品の加工を制限し景観
の保全に専念する。

4.  海外からの安価な原料を輸入
し、地元のブランド名を使って加
工・販売を行う。

問8 日本の交通体系の変化と、それに伴う環境への影響に関する記述として、統計的な事実に基づいた正しいものは次のうちどれ
ですか。 （2022年　秋田県公立入試　類似）

1.  鉄道は、エネルギー消費効率が
極めて高い一方で、国内貨物輸送
におけるシェアは1965年当時の約
31.6％から現在は大幅に減少して
いる。

2.  自動車は、鉄道に比べてエネル
ギー消費効率に優れているため、
1960年代から現在にかけて貨物輸
送のシェアを拡大させてきた。

3.  船舶は、1960年代には貨物輸
送シェアの大部分を占めていた
が、エネルギー消費効率が低いた
めに近年は鉄道にシェアを譲って
いる。

4.  航空機は、エネルギー消費効率
が最も高い輸送手段として知ら
れ、1965年当時から現在に至るま
で国内貨物輸送の主要な地位にあ
る。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
機械工業

1980年代以降、日本の工業構造は高度化が進み、自動車や電気機器、精密機械などを生産する部門
が急速に成長しました。この部門は製造品出荷額の4割以上を占める主要産業となり、日本経済を
牽引する役割を果たしました。一方で、かつて日本の輸出を支えていた繊維工業などの軽工業は、
アジア諸国の工業化などの影響を受けてその割合を縮小させています。

問2 答え 2
貿易黒字の拡大

輸出総額が輸入総額を上回っている状態を「貿易黒字」と呼びます。設問のように、輸入額が一定
の規模に留まっている（横ばい）中で、輸出額だけが伸びていくと、輸出と輸入の差額であるプラ
スの幅がさらに大きくなります。この現象を「貿易黒字の拡大」と表現します。

問3 答え 1
水産物の輸入量

日本の漁業生産量は1980年代をピークに減少しており、特に遠洋漁業の衰退が顕著です。これに対
し、食生活の多様化や国内生産の減少を補うため、エビやサケ、マグロなどを中心に海外からの輸
入量が急増しました。統計上でも、国内漁獲量の減少と反比例するように輸入の割合が高まってい
ることが読み取れます。

問4 答え 1
魚介類

高度経済成長期以降、日本人の食生活が変化したことで、かつて主要なタンパク質源であった魚介
類の消費量は減少傾向にあります。一方で、肉類の消費量は1970年時点よりも増加しており、消費
者の好みが変化していることが統計から読み取れます。

問5 答え 1
液化天然ガス（LNG）の輸入相手国の上
位には、オーストラリアのほか、マレー
シアやインドネシアなどの東南アジアの
国々が含まれている。

日本の液化天然ガス（LNG）輸入は、第1位のオーストラリアに続き、マレーシアやインドネシア
などの東南アジア諸国が上位を占めています。一方で、石油（原油）の多くは中東地域から輸入さ
れており、石炭の主な輸入先は中東ではなくオーストラリアやインドネシアです。資源ごとに主要
な輸入相手国が異なる点に注意が必要です。

問6 答え 1
直売所

生産者が消費者に直接販売する場である直売所は、流通コストを抑えられるほか、より新鮮な農産
物を提供できる利点があります。これは従来の卸売業者を経由する一般的な流通経路に対し、経路
が多角化している象徴的な事例です。

問7 答え 1
地域の関係者が協力して新たな産業を育
て、地域内における雇用を創出する。

町役場や生産者が協力する「地域連携」は、地元の資源を活かした開発や生産を通じて、地域内に
新たな仕事を生み出すことを目的としています。加工食品の売上高が増加し、それに伴って従業者
数（働く人の数）が増えているというデータは、地場産業の振興が直接的に地域での雇用確保につ
ながっていることを示しています。外部からの工場誘致や単なる観光対策とは異なり、地域の力を
結集して経済を活性化させる取り組みです。

問8 答え 1
鉄道は、エネルギー消費効率が極めて高
い一方で、国内貨物輸送におけるシェア
は1965年当時の約31.6％から現在は大
幅に減少している。

日本の国内貨物輸送の推移を見ると、1965年には鉄道が31.6％という高いシェアを誇っていまし
たが、2017年にはその割合が数パーセントにまで激減しています。その一方で、輸送量に対するエ
ネルギー消費の度合いを示す指数では、鉄道は0.5程度と極めて低い数値を示しており、他の輸送
機関に比べて圧倒的に少ないエネルギーで多くの荷物を運べる効率的な手段であることがわかりま
す。
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問1 日本の産業と資源に関する説明のうち、火力発電所の立地とその背景について述べたものとして正しいものはどれですか。
（2016年　高知公立入試　類似）

1.  燃料を積んだ船が直接到着でき
る臨海部に立地することで、輸入
から発電までの輸送効率を高めて
いる。

2.  山間部のダムを利用して発電す
るため、内陸部の急峻な地形に近
い場所に集中して立地している。

3.  原子力発電所に比べて事故のリ
スクが低いため、燃料の輸送距離
を無視して大都市の市街地中心部
に立地している。

4.  原料となる木材チップを国内の
森林から大量に運び込む必要があ
るため、製材業が盛んな内陸部に
立地している。

問2 日本の人口増加率と人口密度の空間的な特徴について、背景となる社会・地理的要因を説明した文として最も適切なものはど
れですか。 （2020年　島根公立入試　類似）

1.  三大都市圏以外の地域において
も、交通網の整備や地方中核都市
への機能集中により、人口増加率
が維持・上昇する県が存在する。

2.  高度経済成長期以降、人口密度
が高い地域は太平洋ベルトにのみ
固定されており、それ以外の地域
で密度が高まることはない。

3.  人口増加率は全国的に低下して
いるため、三大都市圏であっても
人口密度が上昇している地域は現
在では存在しない。

4.  日本の人口密度は、山地が多い
という地形的制約を反映し、内陸
部の県であればどこでも沿岸部よ
り一律に高くなっている。

問3 日本の食料自給率の推移を品目別に示した統計において、主食である米はほぼ100％を維持していますが、これに次いで自給
率が高く、およそ80％前後で推移している品目として適切なものはどれですか。 （2024年　三重公立入試　類似）

1.  野菜 2.  小麦 3.  大豆 4.  畜産物

問4 瀬戸内工業地域において、化学工業の出荷額の割合が高い理由を説明したものとして、最も適切な背景はどれですか。 （2020年　

愛媛公立入試　類似）

1.  大型船の接岸に適した水深のあ
る海岸沿いに、原料の輸入に便利
な石油化学コンビナートが形成さ
れたから。

2.  古くから続く塩田の跡地を利用
して、安価な電力を活用したアル
ミニウム精錬が全国に先駆けて行
われたから。

3.  大都市圏に近い利点を生かし、
消費地向けの医薬品や化粧品を製
造する中小規模の工場が分散して
立地したから。

4.  内陸部の鉱山から産出される石
炭や鉄鉱石を加工するために、官
営の模範工場が瀬戸内海沿岸に設
置されたから。

問5 20世紀初頭から21世紀初頭までの約100年間における、日本の発電設備容量の推移と電源構成の変化について説明した文とし
て適切なものはどれですか。なお、この期間の統計において、水力発電の設備容量は着実に増加を続けています。 （2025年　岡山公立

入試　類似）

1.  水力発電の設備容量は増加傾向
にあるが、高度経済成長期以降に
急速に拡大した火力発電の設備容
量に比べると、総量では下回って
いる。

2.  かつては火力発電が主流であっ
たが、環境問題への関心の高まり
とともに、現在では水力発電の設
備容量が火力発電を追い抜いてい
る。

3.  水力発電の設備容量は、1900
年代初頭から現代まで日本の発電
設備全体の過半数を占め続けてお
り、エネルギー自給の柱となって
いる。

4.  高度経済成長期に火力発電の設
備容量が一時的に増えたものの、
オイルショック以降は再び水力発
電が火力発電の設備容量を上回る
ようになった。

問6 徳島県上勝町の統計において、夜間人口を100とした時の昼間人口の割合を示す指標は、1990年には93でしたが、2005年に
は102、2010年には104と上昇し、昼夜の人口バランスが逆転しています。このような変化が起こった背景にある、この町の
取り組みとして適切なものはどれか。 （2017年　岐阜公立入試　類似）

1.  「葉っぱビジネス」と呼ばれる
地場産業を活性化させ、高齢者が
地域内で働き続けられる環境を整
えた。

2.  大規模な工業団地を誘致し、周
辺の都市部から若者の労働力を大
量に住まわせることに成功した。

3.  町全体を観光地化し、宿泊施設
を増やすことで夜間人口を昼間人
口よりも大幅に増やした。

4.  隣接する市町村と合併したこと
で、行政の中心地としての機能が
移転し、公務員の通勤者が増加し
た。

問7 2004年と2019年の地域別輸出入額の統計を比較した際、日本の貿易構造の変化について述べた文として、当時の状況に合致
するものはどれですか。 （2023年　大阪公立入試　類似）

1.  2019年はアジアや北アメリカ
といった地域別の割合に変化が見
られる中で、日本全体としては輸
入額が輸出額を上回った。

2.  2004年当時は貿易赤字が続い
ていたが、2019年には輸出額が輸
入額を大幅に超える貿易黒字へと
転換した。

3.  2019年には北アメリカへの輸
出が途絶えたため、アジア地域の
みが唯一の貿易相手国となった。

4.  2004年から2019年にかけて、
すべての地域との貿易において輸
入額が輸出額を上回る貿易赤字が
継続した。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
燃料を積んだ船が直接到着できる臨海部
に立地することで、輸入から発電までの
輸送効率を高めている。

日本の火力発電所が海岸線に集中しているのは、資源の乏しい日本がエネルギー源を海外に求めて
いる状況を反映しています。大型専用船での大量輸送は、パイプラインや陸上輸送に比べてコスト
を抑えられるため、船から直接燃料を補給できる「臨海部」が選ばれます。これにより、燃料の輸
入からエネルギー供給までの流れをスムーズにしています。

問2 答え 1
三大都市圏以外の地域においても、交通
網の整備や地方中核都市への機能集中に
より、人口増加率が維持・上昇する県が
存在する。

人口増加率や人口密度の分布は、単に「都会か田舎か」という二分法だけでは説明できません。近
年では、地方においても行政や商業の拠点が集まる都市部、あるいは子育て支援策や産業誘致に成
功した特定の県において、三大都市圏に引けを取らない人口の流入や維持が見られます。例えば、
2010年代の統計において人口増加率が高い地域が全国に点在しているのは、こうした地方都市の成
長や、沖縄県のような独自の人口構造を持つ地域の存在が影響しています。太平洋ベルトという従
来の枠組みを超えた、多角的な視点での理解が求められます。

問3 答え 1
野菜

日本の食料自給率は品目によって大きな差があります。主食である米は国内で自給する体制が整っ
ているため100％近い数値を保っていますが、野菜についても鮮度が重要視される品目であるた
め、国内生産量が消費量の大部分を占めており、他の品目と比較して高い自給率を維持していま
す。これに対し、小麦や大豆は海外からの輸入への依存度が非常に高くなっています。

問4 答え 1
大型船の接岸に適した水深のある海岸沿
いに、原料の輸入に便利な石油化学コン
ビナートが形成されたから。

瀬戸内海沿岸は波が静かで水深が深く、大型タンカーなどの船舶による原料の輸送に適していま
す。この地理的条件を活かして、広大な埋め立て地に複数の工場がパイプラインで結ばれた石油化
学コンビナートが建設されました。これにより、原油からプラスチックや化学繊維の原料などを効
率的に生産する体制が整い、地域の主要産業となりました。

問5 答え 1
水力発電の設備容量は増加傾向にある
が、高度経済成長期以降に急速に拡大し
た火力発電の設備容量に比べると、総量
では下回っている。

日本の発電の歴史では、かつては「水主火従（水力が中心で火力が補助）」という形態でしたが、
高度経済成長期に急増する電力需要に応えるため、短期間で大容量の発電が可能な火力発電所が
次々と建設されました。その結果、水力発電も設備容量自体は増えてはいるものの、現代では火力
発電の設備容量が水力を大きく上回る「火主水従」の状態となっています。

問6 答え 1
「葉っぱビジネス」と呼ばれる地場産業
を活性化させ、高齢者が地域内で働き続
けられる環境を整えた。

上勝町では、料理の飾りとして使われる「つまもの（葉っぱ）」を生産・販売する「葉っぱビジネ
ス」が成功しました。これにより、以前は仕事のために町外へ出たり離れたりしていた高齢者や住
民が、地域内で所得を得て活動できるようになりました。その結果、昼間に地域内で活動する人口
が維持・増加し、夜間人口を昼間人口が上回るという、過疎地域の町村としては珍しい逆転現象が
起きています。

問7 答え 1
2019年はアジアや北アメリカといった
地域別の割合に変化が見られる中で、日
本全体としては輸入額が輸出額を上回っ
た。

2004年当時は輸出額が輸入額を大きく上回る貿易黒字の状態が一般的でしたが、2019年の統計で
は構造が変化しています。地域別に見ると、北アメリカなどに対しては依然として輸出額の方が多
い「貿易黒字」を維持しているものの、世界全体を合計すると輸入額が輸出額を上回る「貿易赤
字」を記録しました。これは、アジア諸国との製品分業が進んだことや、資源価格の影響を受けや
すい輸入構造が背景にあります。
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問1 苫小牧港の主要貨物に関する調査において、輸出貨物の第1位が紙・パルプであり、輸入貨物の第2位が木材チップであるとい
う結果が得られました。この統計結果から考察できる、苫小牧市の工業の成り立ちとして最も適切な説明を選びなさい。 （2023

年　長野県公立入試　類似）

1.  広大な森林資源を背景とした製
紙業が発達しており、不足する原
料を海外から補い、製品を国内外
へ供給する拠点となっている。

2.  石炭の輸出拠点として発展した
が、現在は石油の輸入とそれを利
用した化学工業が輸出の大部分を
占めている。

3.  輸入した紙・パルプを原料とし
て、国内向けの木材チップを大量
に生産するリサイクル産業が中心
となっている。

4.  海外から輸入した木材チップ
を、加工せずにそのまま近隣の工
業地帯へ転送する物流中継拠点と
しての役割が強い。

問2 九州地方などの温暖な地域では、夏の稲作が終わった後の水田において、冬から春にかけて小麦などが栽培されることがあり
ます。このような土地利用の形態を説明したものとして、最も適切なものはどれか選びなさい。 （2021年　長野県公立入試　類似）

1.  冬の温暖な気候を活かし、同じ
土地で異なる作物を育てる二毛作

2.  成長の早い品種を利用し、同じ
土地で年に2回稲を育てる二期作

3.  異なる種類の作物を数年ごとに
周期的に植え替える輪作

4.  出荷時期を遅らせるために、高
冷地の涼しい気候を利用する抑制
栽培

問3 日本、マレーシア、タイ、ベトナムの1人当たり国内総生産（GDP）を比較した統計において、日本の数値は東南アジアの諸国
に比べて非常に高くなっています。このような経済格差がある中で、日本の製造業がベトナムやタイなどに工場などの生産拠
点を移転させる主な目的として、最も適切なものはどれですか。 （2019年　大分県公立入試　類似）

1.  現地の労働者を安い賃金で雇用
し、製品の生産コストを抑えるた
め

2.  現地の技術水準が日本よりも極
めて高いため、高度な技術を逆輸
入するため

3.  東南アジア諸国の市場がすでに
飽和しており、新たな販売先を日
本国内に限定するため

4.  現地の1人当たりGDPが高いた
め、高額なブランド製品を大量に
販売するため

問4 日本の人口構成の歴史的な変化において、1920年ごろに見られた「底辺が非常に広く、子供の数が多い富士山のような形」か
ら、2015年ごろの「底辺が狭まり、高齢層の割合が高い、口のすぼまったつぼのような形」へと推移した社会的な状況を何と
呼びますか。 （2021年　沖縄公立入試　類似）

1.  少子高齢化 2.  ドーナツ化現象 3.  過疎化 4.  情報化社会

問5 日本の多くの地方自治体では、地域の再生を目指す取り組みの中で、若者が働きたいと考えるような業種の企業を積極的に誘
致する施策を行っています。このような施策を行う主な目的として最も適切な説明はどれですか。 （2016年　山形県公立入試　類似）

1.  地域内での雇用を創出し、若者
の県内などへの定着を図ること
で、地域の活性化につなげるこ
と。

2.  増加する高齢層の生活を支える
ために、介護サービスに特化した
企業のみを誘致して福祉を充実さ
せること。

3.  県外からの観光客を一時的に増
やすために、宿泊施設やレジャー
施設の短期的な利用を促進するこ
と。

4.  都市部からの企業移転を制限す
ることで、地域の伝統的な産業だ
けを保護し、若者の就農を強制す
ること。

問6 日本の主要な工業地帯・地域の中で、年間の工業出荷額が最も大きく、その内訳において自動車などの輸送用機械が占める割
合が約4割を超えている工業地帯を選びなさい。 （2017年　沖縄公立入試　類似）

1.  中京工業地帯 2.  京浜工業地帯 3.  阪神工業地帯 4.  北九州工業地帯

問7 千葉県の東京湾沿岸に広がる工業地域において、製造品出荷額の品目別割合を見ると、化学工業が約四十一パーセントと最も
高く、次いで金属工業が約二十パーセント、食料品が約十五パーセントとなっています。このように、石油化学コンビナート
が集中し、重化学工業主導の構成となっている工業地域の名称を答えなさい。 （2022年　山口公立入試　類似）

1.  京葉工業地域 2.  京浜工業地帯 3.  阪神工業地帯 4.  瀬戸内工業地域

問8 都市部における人口移動と昼夜間人口比率の関係について述べた文として、地理学的な背景を踏まえた正しいものはどれです
か。 （2026年　山形公立入試　類似）

1.  東京都心部などの中心業務地区
では、オフィスや学校が集積して
いるため、夜間人口よりも昼間人
口の方が大幅に多くなる。

2.  ドーナツ化現象が進むと、郊外
の住宅地では昼間人口が夜間人口
を上回り、昼夜間人口比率が高く
なる傾向がある。

3.  地方公共団体が過疎対策として
工場を誘致した場合、その地域の
夜間人口が急増するため、昼夜間
人口比率は低下する。

4.  昼夜間人口比率が100％ちょう
どである地域は、その地域内での
就業・就学が完結しており、人口
の移動が全く存在しないことを意
味する。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え 1
広大な森林資源を背景とした製紙業が発
達しており、不足する原料を海外から補
い、製品を国内外へ供給する拠点となっ
ている。

苫小牧市は、背後の豊かな森林資源と大量の水、そして港湾機能を活かして製紙業が発展しまし
た。現在では国内の資源だけでは足りないため、統計にある通り、海外から木材チップを輸入し、
それを工場で紙・パルプに加工して輸出するという「加工貿易」の形をとっています。単なる物流
拠点ではなく、製造と輸出入が結びついているのが特徴です。

問2 答え 1
冬の温暖な気候を活かし、同じ土地で異
なる作物を育てる二毛作

九州地方の農業について記された資料において、冬でも温暖な気候を利用して稲作の後に小麦が栽
培されている状況は「二毛作」に該当します。水田を1年中有効活用する工夫であり、米以外の作
物を組み合わせる点が特徴です。

問3 答え 1
現地の労働者を安い賃金で雇用し、製品
の生産コストを抑えるため

1人当たり国内総生産（GDP）の数値は、その国の経済水準や物価、賃金水準を反映する指標とな
ります。日本に比べてこの数値が低い東南アジアの国々では、日本国内よりも低い賃金で労働者を
雇用することが可能です。企業は、国際的な価格競争に勝つために、人件費などのコストが安い地
域へ生産拠点を移す「産業の国際分業」を進めてきました。

問4 答え 1
少子高齢化

出生率が低下して子供の数が減る「少子化」と、平均寿命が延びて全人口に占める高齢者の割合が
高まる「高齢化」が同時に進む現象を指します。1920年代は多産多死の「富士山型」でしたが、現
代は出生率の低下によってピラミッドの底辺が狭い「つぼ型」へと変化しています。

問5 答え 1
地域内での雇用を創出し、若者の県内な
どへの定着を図ることで、地域の活性化
につなげること。

地方における人口減少や過疎化の課題を解決するためには、若者がその土地に留まって生活できる
経済的基盤が必要です。若者のニーズに合った業種の企業を誘致し、地域内で安定した雇用を確保
することは、進学や就職を機に都市部へ流出してしまうのを防ぎ、将来にわたって地域社会を維
持・再生させるための重要な手段となります。

問6 答え 1
中京工業地帯

愛知県、三重県、岐阜県にまたがるこの工業地帯は、豊田市を中心とした自動車産業が極めて盛ん
です。日本の工業出荷額の合計において長年1位を維持しており、出荷額の約42.4%を輸送用機械
が占めるという、特定の産業に強い特化が見られるのが最大の特徴です。

問7 答え 1
京葉工業地域

千葉県の臨海部に位置するこの工業地域は、大規模な埋め立て地に石油化学コンビナートや製鉄所
が建設されたことで発展しました。全国の主な工業地域・地帯の中でも、化学工業の出荷額割合が
際立って高いことが最大の特徴です。これに対し、隣接する京浜工業地帯は出版・印刷や機械工業
の割合が高く、阪神工業地帯は金属や機械のほか、古くからの中小工場による多様な産業が混在し
ているという違いがあります。

問8 答え 1
東京都心部などの中心業務地区では、オ
フィスや学校が集積しているため、夜間
人口よりも昼間人口の方が大幅に多くな
る。

都市の中心部では、商業施設や企業のオフィス、学校などの機能が集中する一方で、地価の高騰に
より居住者が郊外へ移る傾向があります。その結果、周辺の「ベッドタウン」から多くの通勤・通
学者が流入し、昼間人口が夜間人口を大きく上回るため、昼夜間人口比率は100％を大きく超える
ことになります。反対に、郊外の住宅地では比率が100％を下回るのが一般的です。
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問1 ある県の農業統計において、果実産出額が約752億円に達し、それが野菜産出額の約6倍に及ぶという特徴があります。米や野
菜に比べて果実の生産に特化しているこの県はどこですか。 （2026年　新潟公立入試　類似）

1.  和歌山県 2.  山形県 3.  茨城県 4.  静岡県

問2 日本の産業構造に関する統計において、愛知県は就業者総数が約391万人で第1次産業の割合が2.3％、秋田県は就業者総数が
約51万人で第1次産業の割合が9.2％となっています。これらの数値から導き出される「第1次産業就業者数」の実数に関する
記述として、最も適切なものを選びなさい。 （2017年　長崎県公立入試　類似）

1.  愛知県は秋田県に比べて就業者
総数が圧倒的に多いため、割合が
低くても実数計算では秋田県を上
回る。

2.  秋田県は第1次産業の割合が愛
知県の4倍近いため、就業者総数
の差にかかわらず実数でも秋田県
の方が多くなる。

3.  産業別の就業者数は地域の面積
に比例するため、面積の広い秋田
県の方が実数でも多くなる。

4.  愛知県は第2次産業が中心の県
であるため、第1次産業に従事す
る実数は全国で最も少ない部類に
入る。

問3 2010年時点の新幹線整備状況を説明した資料では、東海道、山陽、東北、山形、秋田の各路線はつながっていますが、九州新
幹線は博多（福岡）から新八代の間の区間が未完成の状態であることが示されています。この当時、山陽新幹線方面から鹿児
島方面へ移動する際の状況として最も適切なものはどれですか。 （2022年　広島公立入試　類似）

1.  博多駅で新幹線を降り、在来線
の特急列車などに乗り換えて新八
代駅まで移動する必要があった

2.  新大阪駅から鹿児島中央駅ま
で、山陽新幹線と九州新幹線の全
区間直通運転が行われていた

3.  九州地方にはまだ新幹線の路線
が一段階も開通しておらず、すべ
て在来線を利用していた

4.  山形新幹線と同様に、博多から
鹿児島中央までの全区間で在来線
の線路をそのまま走行していた

問4 世界の「環境・科学技術」をテーマにした学習において、国別のインターネット普及率の変化を時系列で示した統計資料を活
用して考察を行うこととしました。この資料が示す通信情報技術の進歩と、それに伴う現代社会の変化について述べた文とし
て、最も適切なものはどれか選びなさい。 （2017年　京都公立入試　類似）

1.  通信情報技術の向上により、国
境を越えた膨大な情報のやり取り
が瞬時に可能となり、経済や文化
のグローバル化を加速させた。

2.  インターネット普及率の高まり
は、日本銀行が景気変動に合わせ
て行う金融政策の内容によっての
み決定されるようになった。

3.  通信インフラの整備が遅れてい
る地域ほど、情報の入手が容易に
なるため、先進国との経済格差が
完全に解消された。

4.  地球温暖化などの環境問題を解
決するため、すべての国でインタ
ーネットの利用時間を制限する国
際的な条約が義務付けられた。

問5 1960年ごろの日本では、高度経済成長にともなう電力需要の急増に対応するため、エネルギー源の転換が行われました。それ
まで日本の発電の主役であった水力発電に代わり、火力発電が主流となった背景として最も適切な説明はどれですか。 （2021年　

島根公立入試　類似）

1.  石炭から石油へのエネルギー革
命が進み、大消費地である都市や
工業地帯の近くに大規模な発電所
を建設できるようになったため。

2.  二酸化炭素の排出量を削減する
ために、化石燃料に頼らない発電
方式として石油を利用した火力発
電が国策で推進されたため。

3.  第一次石油危機の発生を受けて
石油価格が高騰したため、国内で
自給可能な石炭を燃料とする火力
発電への切り替えを急いだため。

4.  大規模なダム建設に適した場所
が国内に無くなったため、内陸部
を中心に小規模な火力発電所を分
散して設置する方針をとったため

問6 2017年時点の統計において、石油の採掘可能年数は50年、天然ガスは53年、石炭は134年と推定されています。これらの主
要なエネルギー資源に共通する、経済運営上の重要な性質として適切な説明を選びなさい。 （2022年　山口公立入試　類似）

1.  資源の量には限りがあり、一度
使用すると再生できない有限な資
源である。

2.  自然環境の中で短期間に再生が
繰り返されるため、無制限に採掘
が可能である。

3.  特定の地域に偏らず地球上のど
こでも採掘できるため、枯渇の心
配がない。

4.  二酸化炭素を排出しないクリー
ンなエネルギーであり、永久に利
用し続けられる。

問7 1980年代半ば、日本の輸出額が輸入額を大きく上回り、アメリカ合衆国との間で貿易摩擦が深刻化しました。これを背景に、
為替相場を意図的に円高へと誘導する政策がとられましたが、この「円高」が当時の日本経済に与えた直接的な影響として、
最も適切な説明はどれですか。 （2018年　神奈川県公立入試　類似）

1.  輸出製品の価格が海外で割高に
なり、日本の輸出企業の国際競争
力が低下した。

2.  輸入製品の価格が国内で割高に
なり、石油などの原材料の輸入コ
ストが大幅に上昇した。

3.  円を売ってドルを買う動きが強
まったため、日本の製品を安く輸
出できるようになり、貿易黒字が
さらに拡大した。

4.  日本の輸出額が輸入額を大きく
下回るようになり、日本は慢性的
な貿易赤字国へと転換した。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
和歌山県

和歌山県は、黒潮の影響を受けた温暖な気候と、山がちな地形を活かした果樹栽培が非常に盛んで
す。統計上でも、米や野菜よりも果実の産出額が突出して高いという明確な特徴があります。これ
は、みかんや梅、柿などの生産量が全国トップクラスであるという背景に基づいています。

問2 答え 1
愛知県は秋田県に比べて就業者総数が圧
倒的に多いため、割合が低くても実数計
算では秋田県を上回る。

産業別就業者数の実数を比較する際は、パーセントで示される「割合」だけでなく、その基となる
「就業者総数」を掛け合わせて計算する必要があります。愛知県は第1次産業の割合こそ2.3％と低
いですが、就業者総数が約391万人と多いため、実数は約9万人（391万×0.023）となります。一
方、秋田県は割合こそ9.2％と高いですが、総数が約51万人のため、実数は約4.7万人（51万
×0.092）にとどまります。このように、割合と実数の違いを読み取ることが重要です。

問3 答え 1
博多駅で新幹線を降り、在来線の特急列
車などに乗り換えて新八代駅まで移動す
る必要があった

2010年時点では、九州新幹線は新八代から鹿児島中央の間のみが先行して部分開業しており、博多
から新八代の間は未整備区間でした。そのため、本州方面からの利用者は博多駅で山陽新幹線から
在来線の特急（リレーつばめ等）に乗り継ぎ、新八代駅で再び新幹線に乗り換える必要がありまし
た。2011年に全線開通したことで山陽新幹線との直通運転が可能になり、移動の利便性が飛躍的に
向上しました。

問4 答え 1
通信情報技術の向上により、国境を越え
た膨大な情報のやり取りが瞬時に可能と
なり、経済や文化のグローバル化を加速
させた。

20世紀後半からの通信情報技術（ICT）の急速な発展は、世界中の人々がリアルタイムで情報を共
有することを可能にしました。これにより、ヒト・モノ・カネ・情報が国境を越えて活発に移動す
るグローバル化が進展しました。選択肢にある日本銀行の金融政策や難民問題、環境規制による利
用制限などは、インターネット普及率の推移の主な要因や直接的な結果とは言えません。

問5 答え 1
石炭から石油へのエネルギー革命が進
み、大消費地である都市や工業地帯の近
くに大規模な発電所を建設できるように
なったため。

1960年代は、主エネルギー源が石炭から石油へと移行した「エネルギー革命」の時期にあたりま
す。従来の主流だった水力発電は、ダム建設に適した場所が人里離れた山間部に限られるのに対
し、火力発電は燃料の輸入に便利な臨海部や、電力の需要が大きい工業地帯の近くに建設できる利
点がありました。この「火主水従」への転換により、高度経済成長を支える大量の電力を効率よく
供給できる体制が整えられました。

問6 答え 1
資源の量には限りがあり、一度使用する
と再生できない有限な資源である。

石油、天然ガス、石炭などの化石燃料は、長い年月をかけて形成されたものであり、人間の活動サ
イクルでは再生不可能な「枯渇性資源」です。統計が示す通り、現在の消費ペースを続けると数十
年から百数十年で採掘が困難になるという有限性を持っているため、エネルギーの効率的な利用や
代替エネルギーの開発が課題となっています。

問7 答え 1
輸出製品の価格が海外で割高になり、日
本の輸出企業の国際競争力が低下した。

1985年のプラザ合意以降、主要国はドル安・円高を進めることで合意しました。円高になると、海
外市場（ドル建て）での日本製品の価格が上昇するため、自動車や家電などの輸出産業にとっては
不利になり、国際的な競争力が低下します。これが要因となって当時の日本は一時的に景気が悪化
する「円高不況」を経験しましたが、その後、企業は生産拠点を海外へ移転させるなどの対策を講
じるようになりました。
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中学地理プリント（過去問類似）
日本の資源と産業

名前 得点
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問1 貿易統計において、貨物の「重量」あたりの「金額」が非常に高いという特徴を持つ成田国際空港の主な輸出品目として、最
も適当な組み合わせはどれですか。 （2021年　静岡公立入試　類似）

1.  石炭・鉄鉱石 2.  集積回路（IC）・医薬品 3.  原油・液化天然ガス 4.  粗鋼・セメント

問2 1970年代後半から1980年代にかけて、日本の高い技術力を背景に自動車や電化製品の輸出が急増しました。これに伴い発生
した「貿易摩擦」と呼ばれる現象の内容について、正しく述べているものはどれですか。 （2018年　神奈川県公立入試　類似）

1.  日本の輸出額が輸入額を大幅に
上回り、アメリカ合衆国などの貿
易相手国の産業に打撃を与え、経
済的な対立が生じたこと。

2.  日本の輸入額が輸出額を大幅に
上回り、国内の製造業が衰退した
ことで、日本経済が深刻な不況に
陥ったこと。

3.  為替相場が急激な円安になった
ことで、海外からの輸入製品が安
くなりすぎて、日本の農家や工場
が大きな損失を被ったこと。

4.  日本の輸出製品の品質が低下し
たため、貿易相手国から輸入を制
限され、日本の輸出額が急激に減
少したこと。

問3 日本最大の製造品出荷額を誇る中京工業地帯について、その工業出荷額の内訳を示した統計上の特徴として最も適切な説明は
どれですか。 （2022年　山口公立入試　類似）

1.  機械工業が約七割という圧倒的
な割合を占め、金属や化学を大き
く引き離している。

2.  鉄鋼業を中心とする金属工業の
割合が最も高く、全体の約半分を
占めている。

3.  古くからの繊維工業が現在も盛
んで、軽工業の出荷額が重化学工
業を上回っている。

4.  化学工業の割合が全国で最も高
く、石油化学コンビナートによる
生産が中心となっている。

問4 太陽光発電の導入にあたっては、自然条件による影響が大きな課題となります。天候が悪化すると発電出力が急激に低下する
というデータが示す通り、発電量が「天候変動」に大きく左右される性質があります。この性質が原因で、電力の運用におい
て生じる最も大きな問題はどれか。 （2019年　岩手県公立入試　類似）

1.  電力の「安定供給」が難しくな
ること

2.  天候不良によって、発電に使う
燃料が不足すること

3.  天候が悪い日ほど、大量の二酸
化炭素が排出されること

4.  最大出力が天候に左右されるた
め、資本費が全くかからなくなる
こと

問5 日本の諸地方を比較した統計において、ある地方は鉄道による旅客輸送量が年間約49億人に達しており、これは関東地方に次
いで多い数値となっています。大阪・京都・神戸を中心とした都市圏が形成され、鉄道網が高度に発達しているこの地方はど
こですか。 （2017年　山形県公立入試　類似）

1.  近畿地方 2.  中部地方 3.  東北地方 4.  中国・四国地方

問6 エネルギー資源のなかでも「天然ガス」が、石油や石炭と比べて地球温暖化対策に有効な資源であるとされる理由として、最
も適切なものを選びなさい。 （2023年　福井公立入試　類似）

1.  同じ熱量を得るために燃焼させ
た際、二酸化炭素の排出量が石油
や石炭に比べて少ないため。

2.  燃焼しても温室効果ガスを全く
排出せず、大気中の二酸化炭素を
吸収する性質を持っているため。

3.  メタンハイドレートやシェール
ガスといった再生可能エネルギー
を原料として作られるため。

4.  液化して輸送することが可能な
ため、輸送中に二酸化炭素を排出
する大型タンカーを使用する必要
がないため。

問7 堺市の人口分布と交通網の関係について、統計上の事実に基づいた説明として正しいものはどれですか。 （2023年　神奈川県公立入試　類

似）

1.  人口密度が最も高い北区には、
地下鉄御堂筋線が乗り入れ、都市
の利便性を高めている

2.  堺市内で最も面積が大きな区
が、最も人口密度が高くなり、す
べての鉄道路線が集中している

3.  堺市内の全区を網羅するように
地下鉄が整備されており、区ごと
の人口密度の差はない

4.  JR阪和線や南海電鉄などの既
存の鉄道網は、人口密度が低い地
域に限定して配置されている

問8 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会では、入賞者に授与されるメダルを製作するにあたり、ある特別な方法で金
属が調達されました。日本における資源供給の現状を踏まえた、その取り組みの内容として最も適切なものはどれですか。

（2018年　愛媛公立入試　類似）

1.  全国各地から使用済みの小型家
電製品を回収し、その中に含まれ
る金などの金属を抽出して再利用
した。

2.  海外の主要な金鉱石産出国から
原料を輸入し、国内の最新鋭の精
錬技術を用いてメダルを製造し
た。

3.  かつて日本各地にあった金鉱山
を一時的に再開発し、国内自給率
を高めることで全てのメダルを賄
った。

4.  海洋資源の活用を目指し、深海
底から採取されたマンガン団塊な
どの鉱物から代替金属を生成し
た。
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答え合わせ・解説

問1 答え 2
集積回路（IC）・医薬品

航空機を利用した貿易では、重量が軽く、かつ価格が高い製品が主に扱われます。特に電子部品の
集積回路（IC）や、高度な技術が必要な精密機械、医薬品などが代表的です。これらは製品に付け
加えられた価値が大きいことから「付加価値」が高い製品と呼ばれます。これに対して、選択肢に
ある石炭、原油、鉄鋼などは重量が大きく、重量あたりの価格が低いため、船舶による輸送が一般
的です。

問2 答え 1
日本の輸出額が輸入額を大幅に上回り、
アメリカ合衆国などの貿易相手国の産業
に打撃を与え、経済的な対立が生じたこ
と。

戦後の高度経済成長を経て、日本の工業製品は国際競争力を高め、特にアメリカへの輸出が急増し
ました。この結果、日本の貿易黒字（輸出額＞輸入額）とアメリカの貿易赤字が拡大し、アメリカ
国内の産業の衰退や失業が社会問題化しました。この経済的な不均衡から生じた国家間の対立を貿
易摩擦と呼びます。

問3 答え 1
機械工業が約七割という圧倒的な割合を
占め、金属や化学を大きく引き離してい
る。

中京工業地帯の産業構造は、機械工業が69.1パーセントと全体の約7割を占める突出した構成にな
っています。金属が9.6パーセント、化学が6.4パーセント、食料品が4.6パーセントという数値と
比較しても、特定の産業に強く特化していることがわかります。これは世界的な自動車メーカーの
本拠地や関連工場が集中しているためです。

問4 答え 1
電力の「安定供給」が難しくなること

太陽光発電は太陽光をエネルギー源とするため、夜間や雨天時には発電ができません。このように
発電量が「天候変動」によって激しく増減すると、社会が必要とする電力を常に一定量送り届ける
「安定供給」を維持することが困難になります。これを解決するために、蓄電池の利用や、他の発
電方法による調整が必要とされています。

問5 答え 1
近畿地方

京阪神（京都・大阪・神戸）を擁する近畿地方は、日本で第2位の規模を持つ都市圏を形成してい
ます。密集した人口と活発な都市活動を背景に、JRや複数の大手私鉄が緻密な路線網を構築してい
るため、統計上の鉄道による旅客輸送量は、他の地方と比較して突出して多いという特徴がありま
す。

問6 答え 1
同じ熱量を得るために燃焼させた際、二
酸化炭素の排出量が石油や石炭に比べて
少ないため。

天然ガスは化石燃料の一種ですが、炭素の含有比率が低いため、燃焼時の二酸化炭素排出量が化石
燃料の中で最も少ないという利点があります。そのため、気候変動問題（地球温暖化）に対応する
ための「つなぎのエネルギー」や「クリーンエネルギー」として重要視されています。メタンハイ
ドレートやシェールガスも天然ガスの一種ではありますが、これらは化石燃料であり再生可能エネ
ルギーではありません。また、輸送には液化天然ガス（LNG）として専用のタンカーが使用されま
す。

問7 答え 1
人口密度が最も高い北区には、地下鉄御
堂筋線が乗り入れ、都市の利便性を高め
ている

堺市の北区は統計上、最も人口密度が高く、大阪市中心部とつながる地下鉄御堂筋線が乗り入れて
います。これは、都市の利便性と人口の集積が密接に関係していることを示しています。面積が最
大の区が必ずしも人口密度が高いとは限らず、むしろ郊外で人口密度が低い場合もあります。ま
た、地下鉄は堺市内の全域を網羅しているわけではなく、特定の主要な動線に沿って整備されてい
ます。

問8 答え 1
全国各地から使用済みの小型家電製品を
回収し、その中に含まれる金などの金属
を抽出して再利用した。

日本は金鉱石の産出量が世界的に見ても非常に少ないため、輸入や再利用に頼る必要があります。
東京2020大会では「都市鉱山」の考え方に基づき、市民の協力によって回収された使用済み家電か
ら抽出したリサイクル金属が100％使用されました。これは資源の有効活用と環境負荷の低減を象
徴するプロジェクトです。


